
--------------------------------------------------------------------------------

［成果情報名］硬質小麦「ミナミノカオリ」の実肥施用適期と葉面散布法

［要約］硬質小麦「ミナミノカオリ」において、実肥を出穂後 日に施用すると、タン10
パク質含有率が高く、グルテン量が多くなる。また、実肥を葉面散布する場合、窒素成分

で の尿素を出穂後約 日と出穂後約 日に 回施用することが適する。2kg/10a 10 20 2
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［背景・ねらい］

硬質小麦「ミナミノカオリ」において、実肥を窒素成分で 施用することにより4kg/10a
タンパク質含有率が高く、グルテン量が多く、製パン適性が向上することを明らかにした

（平成 年成果情報 。しかし、実肥の施用時期とタンパク質含有率やグルテンとの関係15 ）

は明らかではない。

そこで 「ミナミノカオリ」の実肥の施用適期と生育、タンパク質含有率、グルテンの、

質量との関係を検討し、実肥の施用適期を明らかにする。さらに、尿素の葉面散布法につ

いて検討する。

［成果の内容・特徴］

１．実肥を出穂後 日に施用すると、出穂後 日施用に比べて、タンパク質含有率が高10 25
く、セディメンテーション値および湿グルテンが高く、グルテン量が多くなる(表１)。

２．窒素成分で の尿素を出穂後約 日と出穂後約 日に 回葉面散布すると、2kg/10a 10 20 2
タンパク質含有率やセディメンテーション値は硫安施用の慣行施肥法と同程度になる。

また、尿素の葉面散布は 回散布の方が窒素成分で の 回散布より葉焼けが少2 4kg/10a 1
ない(表２)。

［成果の活用面・留意点］

１．尿素葉面散布の水量は 。100L/10a

． 、 。２ 尿素葉面散布は赤かび病防除と組み合わせ 乗用管理機で施用すると省力効果が高い

３．福岡県麦栽培技術指針に掲載する。



［具体的データ］

［その他］
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　　 　　 表1　　 　 実肥時期と生育、収量、品質、ｸﾞﾙﾃﾝの質・量、生地の物性(平成13～15年)

実肥時期 成熟 穂数 千粒 収量 容積 検査 子実 ｾﾃﾞｨﾒﾝ ｸﾞﾙﾃﾝ 湿ｸﾞﾙﾃﾝ ﾊﾞﾛﾘﾒｰ

期 重 重 等級 タンパク質 ﾃｰｼｮﾝ ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ﾀｰﾊﾞﾘｭｰ

含有率 値

月・日 本/㎡ ｇ kg/10a ｇ % ml ％ ％

出穂後10日 6.01 427 37.1 447 793 5.2 13.1 10.5 90.0 38.9 70.5

出穂後25日 5.31 419 36.8 433 789 5.0 12.4 9.3 92.3 34.4 68.3

－ ns ns ns ns ns * + ns * ns

注1)出穂期は2001年4月5日、2002年4月15日、2003年4月7日。

注2)施肥法(Nkg/10a)は基肥(5kg)+1追(4kg)+2追(2kg)+実肥(4kg)とした。

注3)検査等級は1（1等ノ上）～7(等外)の7段階で表示した。

注4)バロリメーターバリューは2001、2002年のみ。

注5)+、*、**はt検定によりそれぞれ10、5、1％水準で有意であり、nsは有意でないことを示す。

　　             　表２　　　尿素葉面散布と生育、収量、品質(平成16～17年)

施肥法 成熟 穂数 葉焼け 千粒 収量 容積 検査 子実 ｾﾃﾞｨﾒﾝ

期 程度 重 重 等級 タンパク質 ﾃｰｼｮﾝ

含有率 値

月・日 本/㎡ ｇ kg/10a ｇ % ml

実肥無 6.04 491 0.5 39.8 524 820 2.3 10.0 5.9

慣行 6.06 502 0.6 42.3 545 827 2.0 11.7 7.6

葉面1回 6.06 480 2.9 42.6 530 828 1.5 11.6 7.2

葉面2回 6.06 484 1.4 42.3 522 824 2.0 12.0 7.5

施肥法 － ns ** ** ns ns ns ** *

年次 － ** * ** ** ** ** ** **

注1)慣行は出穂後9～12日に硫安を窒素成分で4kg/10a施用。

注2)葉面1回は出穂後9～12日に尿素を窒素成分で4kg/10a葉面散布(尿素の濃度8.6％)。

　　葉面2回は出穂後9～12日とその7～11日後に2kg/10a葉面散布(尿素の濃度4.3％)。

注3)葉焼け程度は0(無)～5(甚)の6段階で表示した。

注4)*、**はそれぞれ5、1％水準で有意であり、nsは有意でないことを示す。交互作用は

　　誤差として評価した。




